
竹
島
の

領
土
権
確
立
の
た
め
に

日
本
海
に
浮
か
ぶ
島
根
県
竹
島
は
、
隠
岐
島
か
ら
北
西
約
一
五

七
キ
ロ
に
位
置
し
（
図
１
）、
歴
史
的
に
も
国
際
法
的
に
も
日
本

固
有
の
領
土
で
す
。
し
か
し
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
韓
国

が
一
方
的
に
「
李り

承
し
ょ
う

晩ば
ん

ラ
イ
ン
」
を
設
定
し
た
昭
和
二
七
（
一

九
五
二
）
年
以
降
、
多
数
の
日
本
漁
船
が
拿
捕
さ
れ
る
な
ど
、
韓

国
に
よ
る
不
法
占
拠
が
五
〇
年
以
上
も
続
い
て
お
り
、
現
在
も
領

有
を
既
成
事
実
化
す
る
た
め
に
、
一
般
人
の
居
住
や
観
光
船
の
就

航
な
ど
、
わ
が
国
に
と
っ
て
許
し
が
た
い
行
為
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
竹
島
問
題
は
、
日
本
海
に
お
け
る
漁
業
秩
序
の
問
題
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
一
月
に
発
効

し
た
「
日
韓
漁
業
協
定
」
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
暫
定
水
域
（
図
２
）

は
、
両
国
が
共
同
利
用
、
共
同
管
理
す
べ
き
水
域
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
韓
国
漁
船
に
事
実
上
占
領
さ
れ
、
無
秩
序
な
操
業
に
よ
り
資

源
の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
領
土
問
題
は
国
家
間
の
問
題
で
あ
り
、
両
国
の
外
交

努
力
に
よ
り
平
和
的
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
現
在
ま

で
日
韓
両
国
の
外
交
交
渉
は
ま
っ
た
く
進
展
せ
ず
、
逆
に
問
題
が
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海
と
島
の
日
本
・
Ⅰ

韓
国
の
不
法
占
拠
が
続
く
竹
島

特
集

戦
後
、
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
韓
国
が
不
法
占
拠
を
続
け
る
竹
島
。
日
本
海
の
礎
と
し
て
重

要
な
位
置
に
あ
る
竹
島
は
、
海
洋
立
国
を
目
指
す
国
策
の
今
後
を
大
き
く
左
右
す
る
存
在
で
も

あ
る
。
「
竹
島
の
日
」
を
制
定
し
、
史
実
に
基
づ
く
冷
静
な
議
論
か
ら
真
の
解
決
を
導
こ
う
と

す
る
島
根
県
の
努
力
に
、
国
は
ど
う
応
え
て
ゆ
く
の
か
。

島
根
県
総
務
部
総
務
課
管
理
監
　
藤
原
　
弘



風
化
す
る
こ
と
す
ら
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

同
一
七（
二
〇
〇
五
）年
三
月
に
島
根
県
議
会
に
お
い
て
議
員
提
案

に
よ
る「
竹
島
の
日
を
定
め
る
条
例
」が
可
決
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機

に
竹
島
問
題
へ
の
関
心
は
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。
一
昨
年
六

月
に
は
、
多
く
の
県
民
の
方
に
も
署
名
を
し
て
い
た
だ
い
た
「
竹

島
の
領
土
権
の
早
期
確
立
に
関
す
る
請
願
」
が
衆
参
両
院
本
会
議

で
採
択
さ
れ
、
同
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
知
事
会
で
竹
島
問

題
に
関
す
る「
緊
急
声
明
」が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
国

民
世
論
の
喚
起
と
い
う
点
で
は
大
き
な
成
果
が
現
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
対
応
し
た
政
府
の
具
体
的
な
動
き
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

島
根
県
で
は
国
に
対
し
、

①
国
際
司
法
裁
判
所
へ
の
提
訴

を
含
め
た
新
た
な
外
交
交
渉
の

進
展
を
図
る
こ
と
。

②
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）

の
境
界
画
定
交
渉
に
お
い
て
も
、

竹
島
の
領
土
権
の
早
期
確
立
を

踏
ま
え
た
交
渉
を
進
め
る
こ
と
。

③
北
方
領
土
と
同
様
に
、
国
に

お
い
て
竹
島
問
題
を
所
管
す
る

組
織
を
設
置
し
、
国
が
国
民
へ

の
啓
発
活
動
に
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
。

④
学
校
教
育
に
お
い
て
竹
島
問

題
を
積
極
的
に
取
り
扱
う
た
め
、

学
習
指
導
要
領
に
竹
島
を
取
り

上
げ
る
こ
と
。

を
最
重
点
項
目
と
し
て
要
請

し
て
い
ま
す
。
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日本排他的経済水域 

暫定水域 

図１　竹島位置図

図２　日韓漁業暫定水域図



竹
島
は
、
島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
に
属
し
、
隠
岐
島
の
北

西
約
一
五
七
キ
ロ
、
北
緯
三
七
度
一
四
分
、
東
経
一
三
一
度
五
二

分
に
位
置
し
、
東
西
の
二
主
島
と
数
十
の
岩
礁
か
ら
な
り
、
そ
の

総
面
積
は
二
三
万
九
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
東
京
ド
ー
ム
の
約

五
倍
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
島
は
飲
料
水
に
も
乏
し
く
、
人
の
常

住
に
は
適
し
ま
せ
ん
が
、
島
の
周
辺
一
帯
は
南
か
ら
の
対
馬
暖
流

と
北
か
ら
の
リ
マ
ン
寒
流
の
接
点
に
な
っ
て
お
り
、
魚
介
藻
類
の

種
類
、
数
量
と
も
に
極
め
て
豊
富
で
す
。

排
他
的
経
済
水
域
二
〇
〇
カ
イ
リ
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
竹
島

周
辺
海
域
は
、
島
根
県
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国
に
と
っ
て
水
産
業

の
発
展
と
水
産
資
源
の
確
保
の
観
点
か
ら
非
常
に
大
き
な
価
値
を

も
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

竹
島
の
領
有
権
を
め
ぐ
る
日
本
と
韓
国
の
争
い
は
、
昭
和
二
七

46

かつては「リャンコ
島」と呼ばれた竹島
の全景。

昭和28（1953）年6
月、島根県と海上保
安庁が合同で竹島に
建てた領土制札。

かつて竹島で営まれ
ていたアシカ猟。

明治38（1905）年2
月22日の「島根県
告示第40号」原本。

竹
島
を
め
ぐ
る
領
有
権
争
い
の
経
緯



海と島の日本・Ⅰ特集

（
一
九
五
二
）
年
一
月
一
八
日
、
韓
国
の
李
承
晩
大
統
領
が
一
方

的
に
海
洋
主
権
宣
言
（
い
わ
ゆ
る「
李
承
晩
ラ
イ
ン
宣
言
」）
を
発

し
、
竹
島
を
こ
の
李
承
晩
ラ
イ
ン
の
中
に
囲
い
込
ん
だ
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
日
韓
両
国
は
互
い
に
領
有
権
主
張
を
繰
り
返
し
、
調

査
団
の
派
遣
、
相
手
国
の
措
置
に
対
す
る
抗
議
な
ど
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
同
二
九
（
一
九
五
四
）
年
、
韓
国
は
武
装
要
員
を
常

駐
さ
せ
竹
島
を
占
拠
し
ま
し
た
。

同
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
、
政
権
交
替
に
よ
り
一
二
年
間
の
李

承
晩
政
治
が
終
わ
り
、
両
国
間
の
対
話
も
進
み
ま
し
た
。
同
四
〇

（
一
九
六
五
）
年
、「
日
韓
基
本
関
係
条
約
」
が
締
結
さ
れ
国
交
が

正
常
化
し
ま
し
た
が
、
期
待
さ
れ
た
竹
島
問
題
の
解
決
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

同
五
三
（
一
九
七
八
）
年
四
月
、
韓
国
は
自
国
沿
岸
か
ら
一
二

カ
イ
リ
を
領
海
と
し
、
以
後
竹
島
周
辺
一
二
カ
イ
リ
か
ら
わ
が
国

の
漁
船
を
締
め
出
し
ま
し
た
。

現
在
竹
島
は
、
韓
国
側
が
灯
台
、
見
張
場
、
兵
舎
な
ど
を
築
き
、

警
備
員
を
常
駐
さ
せ
て
不
法
占
拠
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

わ
が
国
の
施
政
権
の
行
使
が
妨
げ
ら
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
は
あ
く
ま
で
平
和
的
手
段
に
よ
り
解
決
す
る
と
の
基
本
方

針
に
立
ち
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
粘
り
強
く
交
渉
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
解
決
を
み
る
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一
日
も
早
く
竹
島
の
領
土
権
を
確
立

し
、
漁
業
の
安
全
操
業
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
竹
島
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
国
民
的
世
論
を
盛
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

竹
島
に
関
す
る
日
本
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
竹
島
が
発
見
さ

れ
た
正
確
な
年
月
は
不
明
で
す
が
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
初
期
に

は
日
本
人
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
ご
ろ
か
ら
、
米
子
の
大
谷
甚
吉
、
村

川
市
兵
衛
と
い
う
人
た
ち
が
幕
府
か
ら
許
可
を
得
て
現
在
の
韓
国

領
鬱う
つ

陵
り
ょ
う

島と
う（

当
時
「
竹
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
へ
渡
り
、
ア
ワ

ビ
、
ア
シ
カ
な
ど
の
漁
猟
、
木
竹
の
伐
採
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
鬱
陵
島
へ
行
く
途
中
の
寄
港
地
と
し
て
、
ま
た
漁
猟
地

と
し
て
竹
島
（
当
時
「
松
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
を
利
用
し
て

い
ま
し
た
。
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
ご
ろ
か
ら
は
、「
松
島
」

（
こ
ん
に
ち
の
竹
島
）
へ
も
正
式
に
幕
府
の
許
可
を
得
て
渡
航
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
江
戸
幕
府
は
朝
鮮
と
の
争
い
の
た
め
、
元
禄
九
（
一

六
九
六
）
年
に
鬱
陵
島
へ
の
渡
航
を
禁
じ
ま
し
た
が
、
松
島
（
今

日
の
竹
島
）
に
つ
い
て
は
渡
航
を
禁
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
保
年

間
（
一
八
三
六
年
頃
）
に
浜
田
の
今
津
屋
八
右
衛
門
と
い
う
人
が

禁
令
を
破
っ
て
鬱
陵
島
へ
行
っ
た
廉か
ど

で
処
罰
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
裁
判
記
録
中
に
は
、
松
島
へ
行
く
名
目
で
渡
海
し
た
と
あ
り
ま

す
。
松
島
の
知
見
は
、
書
物
や
地
図
に
記
録
さ
れ
江
戸
時
代
を
通

じ
て
維
持
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
入
り
、
日
本
人
に
よ
る
鬱
陵
島
へ
の
渡
航
が
再
び

始
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
漁
民
が
鬱
陵
島
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
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そ
の
途
中
竹
島
に
寄
航
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
二
〇
年
代
の
終
わ

り
ご
ろ
か
ら
は
、
隠
岐
の
住
民
た
ち
が
竹
島
で
ア
ワ
ビ
、
ア
シ
カ

な
ど
の
漁
猟
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
竹
島
は
歴
史
的
に
み
て
日
本
の
領
土
で
あ
る
こ

と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
際
法
に
照
ら
し
て
竹
島
の
領
有
権
を
検
証
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
、
隠
岐
島
の
住
人
・
中
井
養
三
郎

と
い
う
人
が
、
竹
島
に
お
い
て
ア
シ
カ
猟
を
行
う
た
め
政
府
に
竹

島
の
領
土
編
入
及
び
貸
与
を
願
い
出
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政

府
は
、
同
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
月
二
八
日
の
閣
議
に
お
い
て

同
島
を
正
式
に
「
竹
島
」
と
命
名
し
、
本
邦
所
属
、
島
根
県
隠
岐
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昭和57（1982）～現在 

 

 

10月25～26日 

 

 

3月25日 

隠岐の中井養三郎、内務・外務・農商務省に 
竹島の領土編入と貸下げを出願 

閣議で竹島と命名し、本邦所属、 
島根県隠岐島司の所管とするを決定 

島根県知事、「島根県告示第40号」で竹島の名称と所管を告示 

島根県、竹島を隠岐国四郡の官有地台帳に登録 

島根県知事、中井養三郎外3名に対しアシカ漁業の許可をする 

海軍人夫38名竹島に上陸し、仮設望楼を建てる 

島根県知事松永武吉、随員3名とともに海軍用船京都丸にて竹島視察 

島根県第三部長神西由太郎外43名、 
竹島の実態を調査 

島根県隠岐郡五箇村議会、竹島を 
五箇村の区域に編入することを議決 

島根県、竹島の公用を廃し、 
海軍用地として舞鶴鎮守府に引き継ぐ 

海軍省消滅に伴い、竹島は大蔵省所管になる 

韓国大統領李承晩、海洋主権宣言 
（李承晩ライン宣言）により竹島の領有を主張 

島根県、海上保安庁協働で竹島を調査し、韓国人 
6名に対し退去命令をし、領土標識（木柱）を建てる 

日本政府、竹島問題の国際司法裁判所への付託を韓国に提議 

日韓基本関係条約調印、竹島問題は解決せず 

島根県知事、県議会議長連名で 
国に対して竹島の領土権確保を要望 

島根県議会、竹島の領土権確立及び 
安全操業の確保について決議 

島根県竹島問題解決促進協議会（促進協）設立 

促進協、国に対して竹島の領土権の確立及び 
安全操業の確保を要望 

竹島・北方領土返還要求運動島根県民会議設立 

国への重点要望として竹島の領土権及び安全操業の確保を要望 

島根県議会、 
国における「竹島の日」制定について意見書を採択 

島根県、「竹島の日」制定を国へ要望 

島根県議会、 
本会議で「竹島の日を定める条例案」を賛成多数で可決 

島根県知事、条例を公布・施行（島根県条例第36号） 

表１　竹島に関する年表（20世紀以降） 

明治37（1904）年 
　9月29日 

明治38（1905）年 
1月28日 

明治39（1906）年 
3月 

昭和14（1939）年 
4月24日 

昭和15（1940）年 
8月17日 

昭和20（1945）年 
11月1日 

昭和27（1952）年 
1月18日 

昭和28（1953）年 
6月27日 

昭和29（1954）年 
9月25日 

昭和40（1965）年 
6月22日 

昭和40（1965）～ 
51（1976）年 

昭和52（1977）年 
3月19日 

昭和52（1977）～ 
平成7（1955）年 

昭和62（1987）年 
3月11日 

平成16（2004）年 
3月15日 

平成17（2005）年 
3月16日 
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島
司
の
所
管
と
す
る
旨
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

島
根
県
知
事
は
同
年
二
月
二
二
日
付
け
の
「
島
根
県
告
示
第
四
〇

号
」
を
も
っ
て
そ
の
内
容
を
公
示
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
年
に
は
、
隠
岐
国
四
郡
の
官
有
地
台
帳
へ
の
登
録
、

漁
業
取
締
規
則
に
よ
る
ア
シ
カ
漁
業
の
許
可
、
仮
設
望
楼
の
設
置
、

知
事
の
視
察
、
ま
た
翌
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
は
島
根
県
第
三

部
長
ら
の
現
地
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
漁
業
者
へ
の
官

有
地
の
貸
付
と
使
用
料
の
徴
収
な
ど
、
行
政
権
の
行
使
が
継
続
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
際
法
上
領
土
取
得
の
要
件
は
、「
国
家
に
よ
る
当
該
土
地
の

実
効
的
な
占
有
」
で
す
。
日
本
は
竹
島
に
対
し
て
歴
史
的
な
権
原

を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
世
紀
以
降
の
措
置
に
よ
っ
て
近
代

国
際
法
上
の
要
件
も
完
全
に
充
足
さ
れ
ま
し
た
。

竹
島
は
、
国
際
法
に
照
ら
し
て
も
わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

島
根
県
は
、
二
月
二
二
日
を
「
竹
島
の
日
」
と
定
め
る
条
例
を

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
三
月
に
制
定
し
、
わ
が
国
の
固
有
の

領
土
で
あ
る
竹
島
の
領
土
権
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
年
二
月
二
二
日
の
「
竹
島
の
日
」
に
は
、
記
念
行
事
と
し
て

島
根
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
竹
島
の
日
記
念
式
典
」

と
「
領
土
問
題
講
演
会
」
を
、
島
根
県
、
竹
島
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
島
根
県
民
会
議
、
島
根
県
議
会
の
三
者
の
主
催
で
開
催
し

ま
し
た
。

三
回
目
を
迎
え
た
本
年
は
、
初
め
て
全
国
的
な
組
織
と
し
て
日

本
青
年
会
議
所
の
代
表
を
お
招
き
し
た
の
を
は
じ
め
、
県
選
出
の

国
会
議
員
や
県
内
市
町
村
長
な
ど
、
多
く
の
御
来
賓
の
方
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公
募
に
よ
る
一
般
参
加
者
、
県
民
会
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三
回
目
の「
竹
島
の
日
」を
迎
え
て

今年2月22日に開催された「竹島の日」記念式典。



議
加
入
団
体
な
ど
の
連
携
団
体
か
ら
の
参
加
者
な
ど
、
昨
年
を
上

回
る
約
五
〇
〇
人
に
参
集
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
溝
口
善
兵
衛
島
根
県
知
事
は
、
昨
年
四
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
竹
島
資
料
室
」
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
竹
島
問
題
に
関
す

る
研
究
成
果
を
発
表
す
る
「
Ｗ
ｅ
ｂ
竹

島
問
題
研
究
所
」
の
開
設
（
図
３
）
な

ど
、
こ
の
一
年
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
竹
島
の
領
土
権
の
確
立

に
向
け
、
今
後
と
も
国
に
対
し
竹
島
問

題
の
早
期
解
決
を
強
く
求
め
て
い
く
こ

と
を
述
べ
、
さ
ら
に
「
竹
島
問
題
の
解

決
は
国
民
の
理
解
や
世
論
の
盛
り
上
が

り
が
不
可
欠
」
と
参
集
者
に
支
援
と
協

力
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と
し
て
日
本

青
年
会
議
所
の
内
山
智
一
朗
副
会
頭
か

ら
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
島
根
県
と
連

携
し
て
全
国
レ
ベ
ル
で
の
啓
発
活
動
に

取
り
組
む
考
え
を
表
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

竹
島
が
属
す
る
隠
岐
島
か
ら
は
、
竹

島
領
土
権
確
立
隠
岐
期
成
同
盟
会
会
長

の
松
田
和
久
隠
岐
の
島
町
長
か
ら
、
進

展
が
見
ら
れ
な
い
外
交
交
渉
や
国
内
啓
発
な
ど
の
政
府
の
動
き
に

対
し
、「
領
土
問
題
を
所
管
す
る
部
署
を
設
け
る
こ
と
が
最
優
先

課
題
で
あ
る
」
と
の
切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
続
き
、
兵
藤
長
雄
元
東

京
経
済
大
学
教
授
と
下
條
正
男
拓
殖
大

学
教
授
に
よ
る
「
領
土
問
題
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

兵
頭
長
雄
氏
は
、
外
務
省
で
の
経
験

な
ど
を
も
と
に
、
北
方
領
土
問
題
の
現

状
や
問
題
点
、
竹
島
問
題
と
の
関
連
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
、「
領
土
問
題
は
日

本
に
欠
如
し
て
い
る
主
権
意
識
を
本
当

に
取
り
戻
せ
る
か
ど
う
か
の
試
金
石
に

な
る
だ
ろ
う
。
返
還
実
現
は
、
最
終
的

に
幅
広
い
国
民
の
支
持
が
決
め
る
。
竹

島
、
北
方
領
土
の
両
問
題
の
連
携
し
た

啓
発
が
必
要
だ
」
と
の
興
味
深
い
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
下
條
正
男
氏
は
、
竹
島
問

題
の
韓
国
側
の
主
張
は
史
実
的
に
明
確

な
論
拠
が
な
い
こ
と
な
ど
を
、
映
像
や

地
図
を
使
い
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
う
え

で
、
李い

明
博

み
ょ
ん
ば
く

大
統
領
の
就
任
で
、
新
た

な
局
面
を
迎
え
る
日
韓
関
係
を
分
析
し
、
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図３　「Web竹島
問題研究所」トップ
画面
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「
い
ま
こ
そ
日
本
政
府
や
国
会
議
員
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
好
機
で
あ

り
、
竹
島
問
題
解
決
に
向
け
、
両
国
が
冷
静
に
対
話
を
す
る
機
会

を
作
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
の
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
今
回
、
初
め
て
の
試

み
と
し
て
「
竹
島
グ
ッ
ズ
」
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
県
内
業
者

に
よ
り
新
た
に
商
品
化
さ
れ
た
日
本
酒
や
黒
曜
石
の
ア
ク
セ
サ
リ

ー
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
売
り
切
れ
に
な
る
も
の
も
出
る
な
ど
、
竹

島
を
身
近
に
考
え
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
当
日
は
、
韓
国
の
政
治
団
体
か
ら
抗
議
行
動
も
あ

り
ま
し
た
が
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
領
土
問
題
に
つ
い
て
は
史
実
に
基
づ
く
冷
静
な
議
論
が

必
要
で
あ
り
、
竹
島
問
題
の
解
決
と
真
の
友
好
関
係
を
築
く
た
め
、

今
後
も
研
究
者
な
ど
に
よ
る
意
見
交
換
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
「
竹
島
の
日
」
記
念
事
業
と
し
て
は
、
県
庁
前
に
あ

る
旧
博
物
館
内
の
竹
島
資
料
室
で
の
特
別
展
示
を
三
月
二
一
日
ま

で
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
江
戸
期
に
水
戸
藩
の
地
理
学
者
・
長な
が

久く

保ぼ

赤せ
き

水す
い

が
描
い
た
竹
島
を
含
む
日
本
図
や
、
韓
国
側
と
見
方
が

異
な
る
竹
島
と
日
露
戦
争
に
関
す
る
資
料
な
ど
、
竹
島
が
日
本
領

で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
資
料
を
公
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
島
根

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
生
が
作
成
し
た
、
竹
島
が
最
後
の
生
息
地
と

い
わ
れ
る
ニ
ホ
ン
ア
シ
カ
の
イ
ラ
ス
ト
も
展
示
し
、
観
覧
者
に
い

ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
竹
島
問
題
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
の
「
離
島
振
興
法
」
第
一
条
で
は
、
離
島
を
「
我
が
国
の

領
域
、
排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全
、
海
洋
資
源
の
利
用
、
自
然

環
境
の
保
全
等
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
も
の
と
位
置
づ

け
、
離
島
の
国
家
的
役
割
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
四

月
に
成
立
し
た
「
海
洋
基
本
法
」
で
は
、
国
際
協
調
の
下
で
新
た

な
海
洋
立
国
を
実
現
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
国
の
離
島
に
対
す
る

保
全
へ
の
責
務
が
明
確
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

竹
島
は
国
境
の
島
と
し
て
、
漁
業
資
源
や
海
洋
資
源
開
発
な
ど
、

わ
が
国
領
域
と
排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
ま
す
。
竹
島
の
領
土
問
題
の
解
決
は
、
離
島
の
持
つ
国

家
的
役
割
を
果
た
す
う
え
で
基
本
的
か
つ
大
前
提
と
な
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

も
と
よ
り
領
土
問
題
は
、
国
家
が
責
任
を
持
っ
て
外
交
交
渉
に

よ
り
平
和
的
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
す
が
、
こ
れ
を
強
く
後

押
し
す
る
国
民
世
論
の
広
が
り
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
島
根
県
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
通
じ
て
県
内
外
に
情
報
発
信
を
す
る
と

と
も
に
、
国
に
対
し
、
新
た
な
外
交
交
渉
の
展
開
や
所
管
組
織
の

設
置
な
ど
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
粘
り
強
く
続
け
て
い
き
ま
す
。

竹
島
の
領
土
権
確
立
は
、
離
島
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の

将
来
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
全
国
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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竹
島
の
領
土
権
確
立
を
目
指
し
て


